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OD別時間係数の推定

（活用データ）
・ETC2.0（リンク利用率）
・トラカンデータ（断面交通
量）
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ETC2.0プローブ情報等を用いた常時観測ＯＤ交通量の推定

○ETC2.0プローブ情報、トラフィックカウンター交通量等の常時観測データを活用し、日々変動する日単位・時
間単位のOD交通量を推定するための手法について検討。

時間帯別 常時観測ＯＤ交通量

OD交通量逆推定手法
（日モデル）

OD交通量逆推定手法
（時間モデル）

日別 常時観測ＯＤ交通量

断面交通量

ETC2.0プローブ情報

ゾーン発生交通量の推定

（活用データ）
・ETC2.0（目的地選択率，リ
ンク利用率）
・トラカンデータ（断面交通
量）

常設トラカン

CCTVトラカン

休日交通量 イベント時交通量

経年
変化

季節変動
曜日変動

高速道路大規模改修

資料：NEXCO西日本HP
資料：京都国道HP

日
交
通
量
（台
）

朝夕のピーク

観光シーズン
のピーク

年末年始・お盆・GW
のピーク

資料：NEXCO東日本HP

資料：兵庫国道HP

詳細で多様な
整備効果分析

交通状況に
応じた

交通マネジメ
ントの立案

効果的な
道路ﾈｯﾄﾜｰｸ
の機能強化と

活用

効率的な
渋滞対策

休日のピーク
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検討の方向性

目指す姿

・日／時間別、平日／休日別等の
きめ細かいOD交通量推定

・地方整備局等における効率的な
道路利用実態の把握による渋滞
対策、観光地資源アクセス向上
等の施策立案、効果把握

今後の検討内容

・推定精度向上方策の検討・検証

・OD交通量推定手法の任意時点

（全国道路・街路交通情勢調査時
点以外など）への適用性検討

・常時OD交通量推定ツールの要
件整理・開発

これまで・今回の検討内容

・ETC2.0プローブ情報と常時観測
交通量データを用いたOD交通量
推定手法の開発・精度検証

A B C X Y Z

A 11300 14200 10400 17700 10600 8300 24100 16000 8900

B 11600 4700 14400 12800 3100 6900 5400 18900 9000

C 7600 11300 13700 21300 4200 11600 23900 5600 17400

22400 600 500 11900 25000 2800 18600 22700 5500

10600 6000 17800 9400 16800 8700 10500 1200 5400

3900 21600 7500 2800 21900 1300 2800 5000 3800

X 18600 17100 2900 5000 20100 15700 20400 2700 20300

Y 6000 17400 14500 5500 11800 200 15800 20000 2100

Z 23500 19900 7400 13800 1100 19400 6000 17600 20900

日／時間別、平日／休日別等
のOD交通量推定

地方整備局等での
OD交通量推定ツール
の活用

平日／休日別の混雑状況把握等

資料：京都国道事務所HP

時間別
OD交通量

平日／休日別
OD交通量

渋滞対策 観光施策

朝夕のピーク交通量の把握等
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観光地への発着エリア分析等

観光地発着台数の時間変化分析等



OD交通量逆推定手法（時間モデル）
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推定モデルの概要

○日OD交通量・時間OD交通量とも、観測された断面交通量に整合するOD交通量を推定するモデル。

が最小になるように時間変動係数※2 を求め、時間単位のOD交通量を推定

未知数


リンク数



𝐎𝐃ペア数

発生交通量 × 目的地選択確率 × リンク利用率 − 断面交通量
𝟐



リンク数



時間帯数



類型数※1

日別OD交通量 × 時間変動係数 × 時間別リンク利用率 − 時間別断面交通量
2

が最小になるように発生交通量を求め、日単位のOD交通量を推定

（推定フロー）

+（既存データとの類型OD交通量に関する残差平方和項）

OD交通量逆推定手法（日モデル）

※1 類型数：時間変動係数が類似するODペアを類型としてまとめたときの類型数
※2 時間変動係数：日別OD交通量に対して、各時間OD交通量が占める構成比

ETC2.0プローブ情報全国道路・街路交通
情勢調査

常時観測交通量

断面
交通量

目的地
選択確率

日発生交通量・日OD交通量

ETC2.0プローブ情報全国道路・街路交通
情勢調査

常時観測交通量

時間変動係数・時間OD交通量 【走行時刻ベース】

時間変動係数・時間OD交通量 【発生時刻ベース】

時間変動係数
（先験情報）

日OD
交通量

時間別
断面交通量

発生交通量比率
（先験情報）

リンク
利用率

日モデル 時間モデル

+（既存データとの発生交通量に関する残差平方和項）

未知数

時間別
リンク利用率
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ETC2.0プローブ情報の補正方法

○全国道路・街路交通情勢調査時点のデータを用いてETC2.0プローブ情報のサンプル交通量を拡大し、
目的地選択率・リンク利用率を補正。

①

各行
の和

収束

各列の和

収束
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② 列和ベクトル
（観測リンクごとの拡大後2.0サンプル交通量の総和）

𝐾1 𝐾2 … 𝐾𝐿

③

収束させるターゲットベクトル（観測リンク交通量）
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𝐿
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) ሶ𝑥𝑁

𝑎

④行和ベクトル（ODペアごとの
拡大後2.0サンプル交通量の総和）

𝑇1
𝑇2
⋮
𝑇𝑁

⑤
収束させる
ターゲットベクトル

𝑌𝑛：既存OD交通量

ሶ𝑦𝑛：ETC2.0サンプルOD交通量

δ：総和を列和（ΣKL）と同じ値とする
ための調整係数（全ODで同じ値）

𝑇𝑛 = 𝛿 
𝑎=1

𝐿

(
𝑌𝑛
ሶ𝑦𝑛
) ሶ𝑥𝑛

𝑎

⑥ 行和×OD拡大率

各行の和

ETC2.0のサンプル交通量を要素
とする行列

観測リンク数

ODペア数

観測リンク𝑎を利用する

ETC2.0サンプル
交通量

ሶ𝑥𝑛
𝑎

⑦ 拡大係数

𝜌𝑛
𝑎 Τ= ො𝑥𝑛

𝑎 ሶ𝑥𝑛
𝑎

⑧ 任意期間のOD別リンク利用交通量

ෝ𝑤𝑛
𝑎 = 𝜌𝑛

𝑎 ∙ ሶ𝑤𝑒𝑛
𝑎

⑨ 任意期間の仮のOD交通量

መ𝑍𝑛 = ሶ𝑧𝑒𝑛 ∙
σ𝑎=1
𝐿 ෝ𝑤𝑛

𝑎

σ𝑎=1
𝐿 ሶ𝑤𝑒𝑛

𝑎

⑩ 任意期間の目的地選択率

ෝ𝑚𝑛 =
Z𝑛

σ𝑢∈𝑂𝑛
Z𝑛

⑪任意期間のリンク利用率（暫定値）

𝑃𝑛
𝑎 = Τෝ𝑤𝑛

𝑎 መ𝑍𝑛
⑫ （経路選択率の合計を1にする処理）

⇒任意期間のリンク利用率

（ ො𝑥𝑛
𝑎：収束値）

𝜌𝑛
𝑎：拡大係数
ෝ𝑤𝑛
𝑎：拡大後交通量（OD別・リンク別）
ሶ𝑤𝑒𝑛
𝑎 ：任意期間のETC2.0サンプル交通量

（OD別・リンク別）
መ𝑍𝑛 ：仮のOD交通量の推計値
ሶ𝑧𝑒𝑛：任意期間のETC2.0サンプルOD交通量

ෝ𝑚𝑛：目的地選択率の推計値
𝑂𝑛：ODペアnと発地が同じODペアの集合

𝑃𝑛
𝑎：リンク利用率の推計値

任意期間の目的地選択率の算出

任意期間のリンク利用率の算出

拡大係数𝜌𝑛
𝑎
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ETC2.0プローブ情報補正結果の概要

○目的地選択率、リンク利用率を補正した結果、交通量の推定精度が向上。

【断面交通量の再現性の例】

※グラフの各点は、１つの断面を示す（対象エリア：近畿、断面数：2,473）
※推定断面交通量の算出方法：発生交通量（R3自動車起終点調査結果）×目的地選択率×リンク利用率
※観測断面交通量：R3一般交通量調査結果

図中の係数
上段：％RMS
下段：相関係数

【発生交通量×目的地選択率のOD間距離別分布】
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《ETC2.0プローブ情報補正前》 《ETC2.0プローブ情報補正後》
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観測断面交通量（万台/日）

観測断面交通量（万台/日）
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）

観測断面交通量（万台/日）

観測断面交通量（万台/日）

観測断面交通量（万台/日）

18.6%
0.965

15.4%
0.986

20.3%
0.981

230%
0.942

137%
0.930

239%
0.945

目的地選択率に拡大係数補正を適用した結果、

R3自動車起終点調査結果に近い分布となる。

交
通
量
（
万
台
／
日
）

※対象エリア：近畿、ODペア数：399,469（ETC2.0）、188,595（R3自動車起終点調査）
※OD間距離150km以上については合算



ETC2.0プローブ情報を活用した常時OD交通量推定方法（案）

○T0時点では全国道路・街路交通情勢調査の交通量を用いてETC2.0プローブ情報の拡大係数を算出。

○T1時点では拡大係数を用いてOD交通量を推定。T2時点では常時観測交通量等を用いて拡大係数を更新。

6

T0時点
全国道路・街路交通情勢調査 実施時

自動車起終点調査
OD交通量

ETC2.0
プローブ情報

一般交通量調査
断面交通量

補正
拡大
係数

目的地選択率

リンク利用率

日OD交通量 T0

日モデル

この時点の目的地選択率は
全国道路・街路交通情勢調査ODに一致

T1時点
交通量推定時

ETC2.0
プローブ情報

常時観測交通量

日OD交通量 T1

日モデル

T2時点（拡大係数アップデート）
交通量推定時

日OD交通量 T2

日モデル

拡大
係数

時点
T3へ

先験情報

この目的地選択率は
T1のOD交通量に一致

（任意の時点）

目的地選択率

リンク利用率

拡大
係数

任意時点に
適用（固定）

ETC2.0
プローブ情報

常時観測交通量

目的地選択率

リンク利用率

補正
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